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ファウスト・ヴランチッチの「五カ国辞書」と
クロアチア語「チャ方言Jの音韻特徴について

一谷恵子

1. Ir五カ国辞書J とファウスト・ヴランチッチ

1.1. 1595年、ヴェネチアで「ヨーロッパの最も名高き 5つの言葉一即ちラテン語、イ

タリア語、ドイツ語、ダルマチア語、ハンガリー語ーの辞書Dictionariumquinque noblis-

simarum Europ配linguarum，Latina， Italic配， Germanic詑， Dalmatia (sic!) et Ungar-

ic配J(クロアチア語訳Rjecnikpet najuglednijih jezika evrope， latinski， talijanski， njema帽

cki， dalmatinski， madzarski.第6版 1992年、ザグレプ)が出版された。著者はシベニク

(現在のクロアチア共和国内)出身のブアウスト・ヴランチッチ (VranCie，Faust 1551 

1617)で、アルファベット順に記されたラテン語の語葉に、対応するイタリア語、ドイツ

語、 H夕、ルマチア語"、ハンガリー(マジャール)語の単語が並記された 5言語対照語葉集

となっている。語葉項目数は約5千で、著者自身によるラテン語の序文、 117頁の辞書部に

加え、最後の 11頁にはマジャール諸に導入されたHダルマチア語"のリスト (pp.118-122)、

また聖書の「十戒Jの一部と「主の祈り Jに用いられている語句の各国語対訳 (pp.123-128) 

が添えられている。本稿の目的はこの『五カ固辞書Jl (以下『辞書』とする)を紹介するこ

とと、その中に記された「ダノレマチア語」の言語的特徴を示すことにある o

1.2. IF五カ国辞書』の著者ブアウスト・ヴランチッチは 1551年、アドリア海の町シベ

ニクに生まれた。 16世紀初頭のハンガリー、トランシルヴァニアでは、急速に勢力を拡大

してきたハプスプルグに対し、反ハプスブツレグの土着の封建領主たちがトランシルヴァニ

アの大領主イヴァン・ザポリャIvanZapolja (サーポヤイ・ヤノシュ)を国王として支持

し対立する状況にあった。ザポリャは、ハプスプルグのブェルディナンドとの対決のため

にトルコに援軍を求め、これがトルコ軍の進撃を招き 1529年のトルコ軍によるウィーン包

囲の直接の契機となったことで歴史に名を残しているが、『辞書』の著者ブアウストの父ミ

ホヴィル(VranCie，Mihovil， 1507-1571)とその兄アントゥン(VranCie，Antun， 1504-1573) 

はこのザポリャに仕えた人物である。アントゥン・ヴランチッチは、最終的にはハンガリー

の首座司教をへて枢機卿となる高位盟職者で、後世には歴史家、詩人としても知られてい

る。ブアウストの父ミホヴィルが比較的早い時期に故郷シベニクに帰郷し、文筆活動など

に従事したのに対し、生涯精力的な活動を絶やさなかった叔父のアントゥンは、はじめ、

ザポリャの信任を得てヴェネチア、法皇庁(クレメンス 7世)はもとよりジーグムンド王

時代のポーランド、プランスはプランソワ 11世の宮廷からへンリー 8世治下のイギリスま

で、欧州各地の宮廷をザポリャの特使として回った。ザポリャは 1540年に逝去、その後の

内紛を経て 1549年、アントゥンはハプスブルグのブェルディナンドのもとに赴き、以後こ
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れに仕えることになる。 1550年代と 60年代には二度に渡り和平特使としてトルコに送ら

れ、イスタンプールを始めトルコ各地に長く滞在した。こうした外交官としての経歴、ヨー

ロッパ各地から小アジアに至る様々な土地での体験が、後に旅行記や史書をうみだし、作

家としての名を残させることにもなる。

このような家系に生まれ育ったブァウストはイタリアのパドヴァ、ヴェネチアやローマ、

ウィーンなどで哲学、数学、科学などの修業を積み、 1594年に現在のハンガリー(チャナ

ド)で司教職につくまでの 20年近くの聞に、ハプスブゃルグ皇帝ルドルフニ世のもとで様々

な役職につき、ハンガリー、トランシルヴァニアなどの領内各地を巡っている。学問に才

能を発揮したファウストは、役職で赴いた滞在先の各地で様々な学者と親交をもち、自然

科学、物理学や数学の研究に従事したという。プラハに滞在したおりには天文学者チコ・

プラーエや、若き日のケプラーとも親交があったと伝えられている。自然科学者としての

才能は、『五カ国辞書』と同年にヴェネチアで出版された『新装置Machinaenovae.JIに示

されており、「落下傘 (Homovolans) J や「鉄橋」のスケッチによって「夕、ルマチアのレ

オナルド・ダ・ヴインチ」という後世の評価を与えられてもいる。また、ローマではティ

ベレ川の河川工事、ヴェネツィァでは噴水の設計にも携わったといわれている。 1594年

チャナド(ハンガリー)の司教となるが、翌 1595年にはパウロ会士としてイタリアにおも

むき、ヴェネチアで後世に残る二つの著作、すなわち『五カ国辞書』と『新装置Machinae

novae.JIを出版するoこの後はもっぱら学問と著述に専念し、1617年にヴェネチアで没する。

本稿で紹介しようとする『辞書』は、 1595年のオリジナルの再版として 1992年にザグレ

プで出版されたものであるo再版された『辞書』は第6版と記されているが、実際には 1595

年のオリジナルの忠実な再版は 1971年のものについで2度目であるoこの 6版という数え

方は次のようなものによるo 初版から 10年後の 1605年に、プラハでベネディクト会派の

修道士ペタル・ロデレツケル PetarLodereckerがファウストの辞書を元にしてチェコ語

とポーランド語の対照語棄を加えた『七カ国語辞書Dictionariumseptem diversum lin-

guarum.JIを出版した。これを第二版、さらに 200年以上を経た 1833年、現在のスロヴア

キア共和国のプラチスラヴァで辞書編纂学者のトゥリュクJ.Torokがファウストの辞書

をほぼ再現する形で『五箇固辞典DictionariumPentaglottum.JIを作成しているので、こ

れを第3版とする。そして第4版が 1971年の再版、また 1990年に Bridgeという出版社か

ら簡略版が出されているのを 5版とする。

2. Ii辞書」の特徴とチャ方言について

2.l.1 歴史言語学的にはダルマチア語という名称は、 20世紀初頭までダルマチア地方

に残されていたロマンス系言語の一つを指すのに用いられるが、『辞書』でブアウストは故

郷シベニクを含むダルマチア地方一帯で当時話されていた言葉を「夕、ルマチア語J と呼ん

でいる (W辞書』序文より)。これを現在の方言分布に当てはめれば、クロアチア北西部の

一部ならびに沿岸部、島部に残されているチャ方言、あるいはこれと隣接するシト方言の

なかでもチャ方言に近い特徴を持つ方言に結び付けられることは容易に予測できる。そし

て地理的な関係、特に、後述するようにチャ方言が古くは今日以上に内陸部にまで広がっ
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ていたことを考えると、チャ方言との関係を考えるのが最も妥当と思われる。だが、この

「夕、ルマチア語」とされた言葉は実際にどのような言語特徴を示し、現在のチャ方言あるい

はシト方言とどの程度近い関係にあるといえるのだろうか。もちろん、『辞書』は歴史言語

学的な資料として十分なものとは言えない。第一に、わず、かの例外を除いて動詞項目は不

定詞、名詞・形容詞については単数主格形が示されているのみなので、形態論的な要素(活

用/屈折形)を知ることがほとんどできない。第二に、『辞書』の「ダノレマチア語」が全面

的に著者ブアウストの母語に対する記憶に基づいて書かれたと仮定して、それがどの程度

忠実に当時のシベニク一帯のダルマチア沿岸部の言語の実情を反映しているかはわからな

い。ブアウスト自身、 r辞書』の 11年後に執筆した著作の序文でホ子供のころに故郷を離

れたためもあり、またこの言葉が今や「イタリアJ 語の影響を強く受けていてしまってい

ることもあり、この言葉の本来の語を見つけるのに大変苦労したかと述べているという(L.

Jonkeによる『辞書』あとがきより p.137)。しかしこれらのことを考慮に入れても、『辞書』

が資料的価値を持たないということにはならないだ、ろう。とりわけ、チャ方言を含む南ス

ラヴ諸方言の地理的分布が 15ないし 16世紀を境に変動したという歴史的事実を念頭に考

えれば、『辞書』が 16世紀末のものであるという点は重要な意味を持つし、現在ではチャ

方言というよりむしろシト方言の領域に含まれるシベニクで当時優勢だ、ったのはどのよう

な言語特徴なのかを知る一端としての材料を提供してくれると考えられる。同時代にこの

地方で脅かれた他の文献との比較対照を行えば『辞書』の有効性や欠点はある程度明らか

になるだろう。しかしここではそのような比較は行わず、『辞書』を一つの言語資料とみな

して、現在のチャ方言と比較してどのような共通点あるいは相違点があるかを見ていくこ

とにしTごしユ。

2.1.2 バルカン半島北西部の南スラヴ諸方言のうち、旧ユーゴスラヴィア一帯で主とし

て使用されている言語ーセルピア・クロアチア語と呼ばれてきた言語ーは、方言学的には

大きくシト、チャ、カイの 3つの方言に区分される。この区分は「何」という意味の疑問

代名詞の形にそれぞれきto(く*む-to)、ea(く句b)、kaj(<叩b十)を使用することに由来

する。これらの方言はまた、共通スラヴ語の句の反映形がeとなるエ方言、 ije/jeとなる

イェ方言、 iとなるイ方言、これらの混在するエイ方言などに分類される。そこでこの二

種類の特徴を標識として、シト方言一イェ方言、チャ方言叩イ方言などと呼ばれる。

ブアウストの出身地シベニクはクルカ川の河口南側に位置し、現在の方言地図ではシト

方言が海岸にまで到達し、沿岸部に南北に伸びるチャ方言を分断する地域に当たる。シト

方言の中で、現在の標準語(標準クロアチア語、標準セルピア語)の基礎となった東ヘル

ツェゴヴィナ方言は、ボスニア・ヘルツェゴヴィナの中央部を除く大部分と、カイ方言以

南のクロアチア、南はツルナ・ゴーラからセルピアの南西部にかけて広く分布する。また

シト方言イ方言(stoを使用し、かつ旬>iの特徴が現われるタイプの方言)の領域は、チャ

方言領域と接しながらクロアチアを北から南に伸び、シベニクのあるクルカ川河口南側か

ら内陸部に広がってさらにボスニア中部とヘルツェゴヴィナ北西部一帯に分布する。一方

のチャ方言は、クロアチア北西部の内陸に一部見られるほかは、イストラ半島から南はス

プリット、コルチュラ島、ラストヴォ島に至るまでのダルマチア海岸部および島部にわず

かに分布する方言である。
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南北に細長く伸びるチャ方言は、いくつかの音韻的な標識によってさらに細かく下位区

分される。その際重要な標識になるものの一つが句の反映形で、 Belie(1925)はこれによっ

てチャ方言を大きく 3つに、 Peco(1985)は4つに、 Brozovie(1988)は6つに区分して

いる。(それぞれの詳細な分類はここでは示さないが、 Eの反映形については 2.2.2の(4)の

項で扱う)

バルカン半島における南スラヴ語の諸方言は、オスマントルコによる支配の時代の住民

の移住という特有の歴史的背景もあって、 15世紀に先立つ時代の方言分布と後の発展の関

係が入り組み、もともとの分布が不明瞭になっている場合が多い。チャ方言も例外ではな

く、 15世紀までのチャ方言とシト方言の境界がどのような形をとっていたかを厳密に定め

るのは困難とされる。チャ方言は、上述したように、今ではバルカン半島北西部の沿岸部

にごくわずかに残されているにすぎないが、古くは現在よりはるかに内陸部にまで分布し

ていたと普通考えられている (Peco139; Brozovie 1988: 81) 0 Brozovie (1988)は、境

い目は明確なものではないと断わりながら、ウーナ川をチャ方言とシト方言の北の境界、

またウーナ川を遡る線からツェティナ川を結ぶあたり、すなわちおおよそ現在のクロアチ

アとボスニアの境界の西側を元来のチャ方言のコンパクトな領域のめやすとしている。ま

たさらには、ネレトヴァJlIからヴルヴァス川を結ぶ、線の西側、つまり現在のボスニア・ヘ

ルツェゴヴィナの西半分までがチャ方言の本来の領域だったとする考え方もある。古くは

V uk Karadzieや Miklosieがホボスニアの方言はもともとのチャ方言がシト方言化したも
のが(!iセルビア化したクロアチア人Jl)であると主張したし、 Belieも『セルピア語方言地

図 llHa~eKTO~OrHYeCKa兄 KapT3 cep6cK3ro H3blK3Jl (Cn6.， 1906)ではシト方言のイ方言は内

陸部のシト方言(エ方言)にチャ方言が影響を与えて成立したという考えを示した (llo~o6-

KO 1914:220)。これらの考えはチャ方言、とりわけ匂の反映形に iが現われる中部チャ方言

(イ方言)と、これと接しさらにボスニア・ヘルツェゴヴィナ南西部にかけて分布するシト

方言-イ方言に、句>iの他にも*stj，*skj>記 (seakavizam)、*dj>j 、 *j~>ja、 *jd および

*jtの保持(その他のシト方言では>d¥t')のようないくつかの共通点が見られることに依

拠しており、Resetarはボスニアのシト方言イ方言をすべてシト方言化したチャ方言と見

ることには疑いを示しつつも、ボスニア南西部のイ方言にみられる*stj，*skj>託のきea-

kavizamの特徴に基層としてのチャ方言の痕跡を見ている (Resetar165) 0 

けれどもシト方言-イ方言の音韻的特徴、たとえば託akavizamをチャ方言の影響と考

えなければならない必然性はない。そもそもこれらの方言は、さまざまな等語線を描く中

間的方言を挟んで連続的に変化するーまとまりの方言グループであったという見方も成り

立つ。*を>iの反映形やきとakavizamの特徴などを共有していたこれらの方言の中で、チャ

方言の方は古い 3アクセント体系(長い下降、短い下降と曲アクセント)や共通スラヴ語

から受け継いだ古いアクセント位置などの音要素を保ったまま分布領域を海岸部へと狭

め、一方のシト方言-イ方言はもともとチャ方言の領域であった西のほうに進出しながら、

新しい特徴を獲得して行ったと見ることもできるのである。したがってこの立場からすれ

ば、 Ivie{lvie68)が指摘するように、 15世紀以前の両方言の厳密な境界を問うこと自体、大

した意味をもたないことになる。
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2. 2. r辞書Jの特徴

2.2.1. 方言について考察する場合、アクセント、音韻的特徴、形態的特徴はいずれも

重要な要素となる。特にアクセントは、しばしば音韻論的特徴や形態論的特徴に先行する

重要な要素となる。チャ方言では特に、古い三アクセント体系や古いアクセント位置が保

持されていることが指摘される。『辞書』ではアクセント記号らしきものが振られている例

(Da， Vraなど)が若干あるが、数は多くないし首尾一貫しているわけでもない。したがっ

てアクセントに関する問題はあっかうことはできない。また形態論的特徴も、わずかの例

を除いて名詞、形容詞は単数主格が、また動詞は不定詞が示されているのみなので記述す

ることはできない。これらの理由から以下では、表記上から読み取れる範囲での音韻論的

な特徴に注目し、現在のチャ方言の特徴と比較していきたい。

まず、『辞書』の表記法の特徴を示す。本節では、現在の音声的正書法による表記(字母)

と『辞書』に見られる表記のパターンとの比較のみを記し、音韻論的な意味は後節で扱う

こととする。なお本稿では『辞書』に見られるものは r辞書』の綴りのとおりに示し(イ

タリック)、必要に応じてく 〉に現在の表記法に標準化したものを、また( )に標準ク

ロアチア語(シト方言一イェ方言)の対応する形を示す。*っきのものは共通スラヴ語の形

とする。

『辞書』の表記の中で、母音字母a、e、Oならびに子音字母p、b、d、f、h、k、l、m、

n、rは現在の正書法のそれぞれの字母に対応する。現在の標準語の字母i、j、u、c、と、 C、

dj (d)、g、lj、吋、 s、5、z、2、t、vは『辞書』では異なる表記、あるいは複数の表記によっ

て示されている。なお現在の字母dzは音素/3/を表わし外来語にのみ現われるが、チャ方

言では普通/z/にマージしているとされる o 『辞書』でこれに相当する例は Xep<zep (dzep) 

ポケット〉のみ。

『辞書』の表記の例

/c/: cz， z， cs 

cz: Czelivαti (celivati); Czidilo (cjedilo); Czrikva (crkva); Czvzjtk (cvijetak); 

Czvaβtiくcvasti(cf. Zva，βti)>; Dicza (djeca); Ticzati (ticati); Ovcza (ovca); Otacz (otac) 

ただし Oczito(oCito. cf. Ocsito) 

z:zvaβtiくcvasti>

cs: gatavac，β くgatavac占師〉

/と/:cs. Csa (ea. quid); Cse!aly (eesalj); Cse[zati (eesati); Csitovat (eitovat); Placs 

(plae); Ocsito (oeito); Csarvくとarv(crv)>; Csarn <earn (crn)>; Csarniおくとarnilo(crnilo)> 

/と/:ch， chえchy

ch: Vecheer <veeeer (veeer)>; Lゅe!china< lupeseina盗み>;Vruchina (vrueina); 

Pomochi (pomoei) 

chi:Szidali!chie < sidalisee >; Obechiati (obeeati) 

chy: Plechya (pleea); Plachyα(plaea); necsistochya (neeistoea); Ba!chyenik 

(baseenik); Ognischye (ognisee) 
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/ t' / tj， ty， thy 

か:Biかe(biee); Piかe(piee); Lahkoかα(lakoea);Odiかα(odjeca.cf. Odiがα);

tj: Oditja; Tankotja (tankoea) 

thy: Obrathyati (Obraeati) 

/dj/:dy:Gradyanin (gradanin); Potvardyenye (potvrdenje) 

/j/:y:Yamα(jama); Yednocsくjednoc(jedanput)>; Loy Ooj); Szyednacsiti (sjednaCiti); 

RazbちJati(razbijati); Tuy <tuj (tud)> 

/i/: iのほかy，yi， ij， gy， gi 

yi: Yinako (inace) 

y: Klaniaty'βe (klanjati se) 

ij: Vijk <vik (vijek)>; Lijη (lijen) 

gy: Gyztino (istino); Gyzbina<izbina (jezbina)> 

gi: Gizkra (iskra); Ginαko (inako) 

/lj/: ly， gly 

ljι: Kosulyα(kosulja) 

gly: Seglyvv (saljiv); 1、Tevoglya(nevolja) 
/nj/: ny， ni 

ηy: Puczanye (pucanj); Kηyige (knjige) 

ni:Klaniaかβe(klanjati se) 

/ s/: sz， [s， [z， [[， s，β， z 

sz: Szart; Szith (sit cf. Na・βititi);Szuhota (suhota); Sztolicza (sto1ica); Szkular 

(skular); Szluxiti (sluziti); Piszmo (cf. Piszat， Pisati， Pizanye); Csasz (cas) 

[z: [zu[a (susa); [zichi (siei); Na[zlidovati (nasljedivati); Ka[zan (kasan); [ee[zt 

(sest); Ve[zeli万(veseliti)

[s: Ku[sati (kusati) 

[{・:Ku[[anje (kusanje); Priblixati[[e (prib1izati se) 

s: Skakati (skakati) 

β:Na・βititi(cf. Szith); Sz~βti (sjesti); Pi，βαti; 0，βtaviti (ostaviti) 

z(zk， zt， ztの結合で):Gyztino (istino); Linozt (ljenost); Sezt・nαdezte(sesnaest)， 

Sezdezet (sezdeset); Gradzki (gradski) 

/s/: s， [， [[， ss， S 
s: Salacz (salac); Kosulyα(kosulja); Tesko (tesko); Schyaゆ (seap);Schit (seit) 

[:O[tr，δ(ostro cf. Ostro) 

[[:Ku[[anye (kusanje) 

/u/:uのほかめ ω

u: Luk， Tarbuch (trbuh) 

v: Vmitelyan (umiteljan); Vcsinit (ucinit); Vra (ura) 

vv: Yednastvvo (jednastvo); Pravv (prav); Xivv (ziv) 

/z/: z， sz 
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z: Zora: Zlato 

sz: Sznamenouan (znamenovan); Sznamenovati 

/z/:s， x 

s:Szlus、ba(sluzba) 

x: Vtlαxenye (utazenje); Szn似仰 (snazan);Szluxiti (sluziti) 

/g/: gのほかgh:Biligh (biljeg) 

/t/: tのほか th:Pechath (peeat); Bog，αth (bogat) 

2.2.2. rr辞書』に見られる音韻的特徴

チャ方言にはいくつもの下位方言があり、細かく見ればそれぞれが他と異なる様々な言

語特徴を有している。しかし、チャ方言全体、あるいはその中の多くの方言群に共通する

特有の現象としていくつかの音韻特徴を列挙することができる。チャ方言を特徴づけるそ

のような事項を以下に列挙し、各々について『辞書』ではどのようなことが言えるかを示

す。なお、チャ方言については主に Ej(Brozovie 1988)、Peco(1985)、Belie(1925)の記

述に依拠した。

(1) 疑問代名詞eaく句b

疑問詞とaの使用は、名称、の由来でもあるチャ方言の特徴で、シト方言のきto、カイ方言

のkajに対応するが、他の方言との接触の影響でねを使用しない地域もある(ダルマチア

南部ではきto、あるいは staを用いる。イストラの北東部ではカイ方言の影響でkajを用い

る)0 eaの使用はこの方言に共通する一つの指標ではあるが、もちろんそれのみで方言区

分が決まるわけではない。『辞書』では疑問代名詞「何J Oat. Quid)はCsaくとが、 [to<sto>. 

の二つが記されている。また「なぜJ Oat. Quare)、「なぜならJ (Quia)にも Zaacsくzae>、

Za[toくzasto>が見られる。その他、 Za[tone， Sto-godir (sto god)など。一方eaはCsa

barxeくとabarze (sto brie)> rでるだけ早く J に現われる。

(2) *b、九の反映形

共通スラヴ語のjers(*も、九)のチャ方言の反映形は大部分シト方言と同じで、いわゆる

「強い位置J でともに a:* dbnb > dan、本PbSb>pa:Sゾlもれ>la:z。北西部には半母音のaが
eになるケースがある:mee (= mae) (Belie 1909: 188) 0 aがeになる反映形は『辞書』で
は見られない。

シト方言やカイ方言と共通して%、九の反映形で興味深いのは、弱い位置に現われた古

い半母音の a(<*b、九)が消失せずに完全母音化するケースである。この条件には次のよ

うなものが考えられる (Ej8; Carlton 1990: 327) : (1)語頭音節にある a(く九、九)が新

たに短い下降の鋭アクセント(日)をもつに査った場合ゾtbresb>ta:res、*mbjn'b(jb)> 

m加 ji; (2)語頭のm、lの後ろ:*lbgati> lagati> lagati、本mbgla> magla > magla.チャ方

に典型的に現われるケースに mblin>malin， melin; manon (この語末の nはいわゆる

そアドリア化現象， .後述(12))<manom (=mnom. 1. sg. instr.); pasa (gen. sg.<pas.シト方

言標準形は psa): (3) jersが消失すると語頭に 3つ以上の子音連続が来る場合(摩擦音+閉
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鎖音+ソナントの場合は別): *dbska> daska、乍tbblo> stablo. 

『辞書』で *b，九>d>a(弱い位置の母音化)に該当するものには次のケースがある:

magla、malin:語頭に子音連続がくる場合その間 :Ttα初ti(tkatiく*tbkati織る)、Takacs

(tkacく*tbkatiの行為者名詞):接頭辞 Sもをもつもの:Szatreeβti くsatresti (stresti)>; 

Szatvar (stvar); Szamiriti <smiriti (smiriti)>.ただしこれらの aが挿入される例と並んで

Sztvoriti、Sztreβtiの形も見られる。

(3) *jbの結合

*jb> iが標準的な反映形。『辞書』では語頭の/i/は/iz-/の場合全て iで表記される:1z-

zuti (izuti履物などを脱くづく勺bzuti;1z < iz前置詞(く勺bZ)>。それ以外の場合はgy-、

gi-<ji>と表記される:Gigra， Gygra (igra)， Gigrati (igra)， Gigrati (igratiく*jbgrati);

Gimati (imatiく*jbmati);Gyme (ime < *jbmξ)、Gymenovati(imenovati); Gizti， Gi，βかくjisti

(isti同じ)くホjbstb>;Gyztinαくjistina(istina)>. 

さらに『辞書』ではつぎのような場合も Gy，Giと書かれている:

*je>ji(イ方言化): Gidro (jedro帆く*jedro核、芯):句>ji: Gysti (jesti食べるく*esti)

*i> i: Gizkati， Gizkanye (iskati， iskanjeく*iskati)

ただしJagla<jagla (igla針)> < *jbgbla. (jaglaはチャ方言の形として Kopecny(140)に
も挙げられている)

(4) 句の反映形

チャ方言の句の反映形は大体の傾向として、北西部チャ方言(イストラ半島東部からリ

エカ周辺、イストラ半島に近いツレス島など)でe、ラストヴァ島(チャ方言最南東の島)

でjeとなる(jekavizam)(Peco 1985: 148;町 82-83)。これ以外のダルマチア沿岸部の大

部分の中部チャ方言では基本的に i(ikavizam)となる(イストラ半島東部にはシト方言の

イ方言が分布する)。ただしイ方言の中でも北~中部地域では *e>eの反映形がしばしば

現われる。そのため、この一帯の方言をイエ方言として区別する考えもある (Peco 146 

ff)。この現象は、後続する音節が「歯茎音の t、d、s、z、n、i、r+後方母音 (a、o、u)

または恥という環境で*占>e (ex. koleno、leto、ded、testo、rezati、delo、mera)にな

ると説明される。いわゆる「ヤクビンスキー・メイヤーのぞ法則'」。ただしメイヤーの場合

ekavizamが起こる環境に mが後続する場合も含まれるという(たとえば'nemく*nemb

唖の，cf. Samilov 52)。一方北部のエ方言にも、句>iのようなイ方言化が見られるが、こ

の場合には上述の句>eの起こる位置とは逆の場合すなわち「歯茎音の t、d、s、z、n、l、

r+後方母音 (a、o、u)または併以外」の位置でこの傾向が強い (ex.vrime、dica、di旬、

rika、brig)とされる。南のイ方言領域でも散発的にエ化がおこるが、この場合上記の「法

則」に当てはまる位置ではほかの場合より起きやすい(たとえばseno、selo、venac)程度

のことは言えても、特定の音韻論的に規則づけられるような交代と言うなものではないよ

うに見える。

『辞書』では次のような事柄が指摘できる:

(a) 句>iの反映形が安定して現われる。
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例:Tilo (tijeloく*telo体);Tift，δくtisto(tijestoく*testo練り小麦紛)>; Bisan (bijさsan);

Vrime (vrijeme); Grih (grijeh); Orih (orahく*orechも); Promina (promjena); Pina 

(pjena <ホpena);Szikira <sikira (sjekira斧)>;Sztina (< *st色na);Kolino (koljeno); Lito 

(ljeto); Vitaar (vjetar); Lipota (ljepota); Hotiti (hotjeti); Mido (mjed). 

長母音ががまたは Uで示されるケースがある(全てではない): Bliid (blijedく*bled);
Riicz <ric (rijec)>; Lijp， Liip (lijep). 

(b) 句>iにならないケースはごくわずかである:(α)*百がeで綴られている例は

Szu[zedくsused(susjed)>; Szu[z!!.d[ztvoくsusedstvo(susjedstvo)>;吟仰仰が (vjerovati);

Celovαti， Celivati (cjelivati); Szeno. celivati以外、ヤクビンスキー・メイヤーの法則の位

置に合致するとはいえる。(s)占 >ieになる:Szviestくsviest(svijest)> 

(4) *匂， *Q 

鼻母音*。のシト方言における標準的な反映形は e.チャ方言でも同じく eだが、 j、2、E

に続く位置で~>a が見られる: ex.担zik(シト:jezik， cf. OCS j~zykも， r. H3bIK) 0この

傾向はカイ方言やシト方言一イ方言(西部)にも若干見られる (prijati;jacmenオオムギ)

が、チャ方言において最も顕著に現われる。今日ではシト方言の影響によりこの傾向は弱

まり、あまり使用頻度の高くない語に保たれているだけだが、本来すべてのゐ方言に共通

する特徴とされる。鼻母音*qは基本的に>uで、シト方言と共通する。ただし北西部では

吋>a、O も見られる。

『辞書』ではj、去、 Eに続く位置でも吋>eが大勢:Pocseti (poceti < *poc~ti); Xeti 

<zeti く *z~ti 刈り入れる>; Xeのαti くたdjati く *z~dati>; Yeczmen Uecmen); Preβti (< 

*pr~sti 紡ぐ)。

口議音のあとの*~>a は jazik Uezik); jaziean Uezik); jati (uzeti < *jξti)、Pr:かαti(く

場priξti)に見られるo

(5) 1、zの反映形
(a) 1>Uとなる変化はシト方言と共通01>uの移行は 15世紀初めころを境とする (Ej

9; Shevelov， 476)。ただしチャ方言では部分的に!が保たれる:puln=puno 

『辞書』では*!の反映形は二通りの表記:u， lで現われる。

l>UJP14uk(P11k民く*pもlkも);Dugh (dug< *dも19も);Szuncze (sunce < *sもlnbce);Vuηα 

( < *vblna); Mucsati (mucatiく*mも!とati).

l>f:Pzdn(pun<*pblnも)， Naφulniti (napuniti); Sztuかくstulp(stup柱<*stblbも)>.これ

らは古いチャ方言の特徴の名残りであろうが、 1は綴り上残っても実際の発音は[uJであっ

たかもしれない。

(b) 守はシト方言ではr(z)だが、チャ方言ではしばしば、母音+r(ar， er)となる。こ

の特徴は『辞書』においては首尾一貫して現われる :A仰 αti(rvatiく汁bvati);Argyaくarja

(rda) <汁吋ja.cf. slv. rja錆); Obarv (obrva < *brbvb); Karvv (krv< *kry); Karjβt 

(krstく*krbstも);Gαrlo (grloく*gbrlo);Zamo (zrnoく本zbrno)，Taゆko(trpak， trpko.渋

い、酸っぱい<ホtbrpもkも); Rα仰 i(prviく本pbrvも); Markva (mrkva < *mもrky).ただし
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Czrikvaくcrikva(crkva <本cbrky)

(6) *t'， *d'および *st'，吃d'

(a) 吋'の反映形はチャ方言でt'[tj-];カイ方言でと、シト方言および南部のカイ方言でC

というのが代表的とされる:ex. netjak (neeak甥)0Ii辞書』では 2.2.1にも示したよう

に、*t'に対応する表記に tj/ぐいと chy(e)が見られる。

t-タイプ:Odityaくoditja(odjeea)>; Teskoかα(teskoea);Dragoかα(dragoea);Plaか'a，

Platchya (plaea); Obrathyati (obraeati); Szmetye (smeeeごみ); Piちle くpitje(piee)>; 

Navrathenye (navraeenje). 

ch司タイプ:Szvichy.α(svijeea); Ne-cs伊tochyaくneCistoea>;Tisuchya (tisuea); Pluchya 

(pluea); Obechyati (objeeati); Machyeha (maeeha); Gachye (gaeeズボン).

これで見る限り、 ty/tjと書かれたものも chyと区別なく [e]と発音されていたのかと

も考えられるo 自由変音と理解しておくのが妥当か。

(b) *d'の反映形はチャ方言でj(カイ方言西部と、部分的にシト方言西部にもこの反映形

は現われる。この反映形は言うまでもなくスロヴェニア語への連続'性を暗示する);シト方

言 d;カイ方言東部diというのが代表的:ex. meja (meda国境、境界)

『辞書』で*d'>jは以下の場合:Measくmejas(medas)境界標識(石など)>; Szaye (sade 

果物); Meu <meju (medu)>; Tuy (tud異国の、見知らぬ)， Potuiti (potuditi); Takoyer (tako-

der). 

*d'>dは:Orudye (orude道具);Rodyenye (rodenje) ; Xeめla( ieda) ， Xeめlati(iedati 

渇いている); Neuiめlen(neviden). 

(c) *st'ブid'のチャ方言の代表的な反映形はそれぞれst'またはきCときJ.シト方言東部

ではきt'の連続は異化作用によってきtとなったが、西のイ方言では記というシチャ化が

見られる。きt'から託、 stへの分化は 12世紀以前に生じていたと言われる (EJ11)。

『辞書』でも明瞭なシチャ化の特徴が見られる:Ba!chinaくbaseina(bastina)遺産〉;

Dopuschyωyeくdopuseenje(dopustenje)>; Kli!chya <klisea (klijestaやっとこ); Schyediti 

(seediti (stediti)>; Plaschくplase(plast)マント〉

*zd'> zjの例:moxgyaniくmozjani(mozdani)脳のこれは gyの表記が/j/に対応する

という理解の上での判断である。

(7) *cr，吋[.シト方言では 14世紀ころ*cr，*匂>cr，C[に変化する (EJ12)が、チャ方

言ではこの古い結合が保たれる:ex. crn (crn). Ii辞書』は一貫してとarである:Csarv 

<carv (crv)>; Csarlyeniti!seくとarljenitise (crveniti se)>; Csarlyenくとarljen(crven)>; Csarn 

(crn); Csarniti (crnjeti)>. 

(8) *jt， *jd.シト方言では 14世紀前後に*jt， *jdはそれぞれe， dに変化した:najti> 

naei。チャ方言ではjt、jdを保持する (EJ12; Ivie 1958: 69) 0 Ii辞書』も jtを保持してい

る:Naytiくnajti(naei)>; Poytiくpoiti(poei)>; Doyti (doei). *jdは例なし。
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(9) *vsヘシト方言では 13-14世紀のころに*vs・>sv-の転換が起こった:vse>sve.これ

に対しチャ方言の多くではこの転換が起こらない。『辞書』では Vaβ(sav全て)にこの名

残が見られるoただし Szvemoguchi(svemogue全能の)， Szvi (svi皆)， Szvaki (svaki)。

(10) いくつかの子音について

① 本来なかった/f/は、他のスラヴ語の場合同様外来語として入ったが、シト方言では

/v/、あるいは/p/にマージした:Stefan> Stepan。チャ方昔、カイ方言では/f/はそのまま

定着し、場合によってはある種の子音結合に取ってかわったケースもある:upvati se> 

ufati se (望む): hvala > fala. r辞書』にもゆati<ufati>，竹anyeくufanje>がある。

② /h/はシト方言、カイ方言ではしばしば欠落する。この傾向は特に 17世紀以降現わ

れる:alina (二haljna)，oladiti (ニohladiti).チャ方言では hは比較的よく保たれると言わ

れるJ辞書』の中では、今のシト方言には失われている/h/が現われるものに Lahko(lako); 
Meh.初ルmehkak(mekan?)柔らかな>;Meh.知的 (mekoea)。

③音節末のソナント lはシト方言では Oになるが、チャ方言では lが保たれる。これに

該当する『辞書』の例は:Pakal (pakao); O[zal (osao); Vzaal， Vzaか(uzao);POsal (posao); 

Dil (dio).ただしこれもlの場合同様、 lの綴だけ残って実際には [oJになっていたかもし
れない。

(11) 語頭の~も・ *Vb-および前置詞の *Vbはシト方言、カイ方言では U に変化したが、

チャ方言では [vJが保持される。『辞書』では Vazeti(uzetiく市Vも代ti).また、 Vcsera(く

ホvbcera);Vnuk (unuk <ホvbnukも)などもあるが、ただしこれらの場合、 Uの綴りが [uJ

と発音されていた可能性は十分ある。例えば Vが/u/に対応するものに Vsta(usta); Vra 

(ura時)などがある。

(12) いわゆるアドリア化現象(またはダlレマチア化現象)と呼ばれる一群の音変化がある。

(a) 語末の mがnになる、あるいは鼻音化するか、鼻母音になる:Ua) san = Ua) sam; 

vidin (= vidim. 1. sg. pres.くvidjeti見る);lOIl1ln (ニlomim.1. sg. pres. < lomiti折る);v&n 

(=vam二人称代名詞複数与格): noz~ (=nozem. instr. sg.<noz); rukQ (=rukom. instr. 

sg.くruka)(Belie 194; E] 18). Belie (1909)は語末だけでなく音節末に起こる場合も挙げて

いる:uzanka (シト.=zamka).またこの m'""'-'nの交代は変化語尾の最後に現われるのが

特徴で、例えば主格単数がmで終わる名詞の場合、その主格形には現われないとされる:

dim， osam (din， osanにはならない).同じ現象は南タゃルマチアから西ヘルツェゴヴィナに

かけてのシト方言-イ方言にも見られ、多くの学者はイタリア語の影響とみなしているor辞

書』ではこの m'""'-'nは(少なくとも表記上は)まったくない:manom ( = mnom. 1. sg. 

instr.); naam (nam 1. pl. dat.); Yaa-yesam (J a jesam); Veruyem (vjerujemくvjerovati.1. 

sg. pres.)。

(b) l'>jになる場合がある:jubav (= ljubav)o r辞書』でも Yubitiくjubiti(ljubiti)>にそ

の特徴が見られる。ただし Lyubovnik<ljubovnik>; Lyubeznivo; Lyublyenなどもある。

(c) チャ方言のイ方言に見られる特徴として gl-，kトが前母音の前でglj-，klj-となる
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ケースがある。『辞書』では Glyedatiくgljedati(gledati)>， Poglyedan; Poklyiszaarくpokljisar

(poklisar使者、大使)の 3例がこれに該当する。

(13) いわゆる cakavizam.口葦音のと， S， Zが脱口蓋化して c，s， zになるもので、 m"-'nの

交代とならび、アドリア化現象の代表的な特徴とされる。チャ方言ではしばしば、 c:c， s 
s， z Zの対立が中和され、それぞれc (まれにと)，合，土で表現されることがある。この
現象については『辞書』からは事例を上げることはできない。『辞書』では特に摩擦音系統

の子音の表記に複数のパターンが用いられているが、実際の音価を反映して書き分けてい

るとも考えられない。

3 .結び

本稿では『辞書』ならびにチャ方言に見られる様々な音韻特徴を、その言語学的な意味

づけを問うことなく列挙した。一つの資料の提示に過ぎないが、以上で見てみたことをま

とめれば、『辞書』にはシト方苦の特徴である疑問代名詞のきtoや*dj>d (dy)など、チャ

方言に典型的ではない要素の混入がいくらか見られるものの、現在のチャ方吉一イ方言の音

韻論的特徴と明らかに共通する点がかなりあると見ることができる。ことに*石川の ikav-

lzamや、/cr/の保持、 z>arなどのチャ方言特有の際立つた特徴はほぼ一貫して保ってい

る。『辞書』がブアウストの出身地シベニクの 16世紀当時の言語の状況をかなり反映して

いるとすれば、この地域は当時明らかにチャ方言の領域であったと言うことができる O
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“Five Language Dictionary" of Faust Vrancie; 

and the Cakavian Dialect 

Keiko MIT ANI 

In 1595 appeared a dictionary titled ‘Dictionarium Quinque Nobilissimarum 

Europa Lingωrum， Latina， Italica， Germanica， Dalmatia & Ungarica (Dictionary of 

the five most famous European languages， i.e. Latin， Italian， German， Dalmatian and 

Hungarian)' in Venice. The author， Faust VranCie， who was born in Sibenik， called 

his own native language “Dalmati配"and chose it as a representative of the Slavic 

languages in his Dictionary. The city of Sibenik is located on the Adriatic coast and 

it is quite possible that Dalmatia was one of the South Slavic dialects，じakavski，still 

spoken in the northwestern parts of Dalmatia and some islands on the Adriatic Sea in 

Croatia. The Cakavski， i.e. Cakavian dialect is known for its archaic accent， and 

phonological and morphological peculiarities sometimes quite different from the 

standard Stokavski languages (standard Serbian， standard Croatian). 

In this paper phonological features of Dalmatia in Dictionarium are examined; 

lexical items of Dalmatia indeed show a series of phonological features corresponding 

to those of the contemporary Cakavian dialect. 
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